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幼児・親部会アンケート結果と分析 
 
＊ 教諭・保育士・職員対象（以下職員）： 
回答率 92.0%（対象者 87 名、回答者 80 名） 
＜ 回 答 者 内 訳 ＞

人 数 割 合 % 人 数 割 合 % 人 数 割 合 %

２ ０代 34 45 .3 ２０ 代 1 20 .0 ２０ 代 35 43 .8

３ ０代 18 24 .0 ３０ 代 0 0.0 ３０ 代 18 22 .5

４ ０代 11 14 .7 ４０ 代 0 0.0 ４０ 代 11 13 .8

５ ０代 9 12 .0 ５０ 代 2 40 .0 ５０ 代 11 13 .8

６ ０代 3 4 .0 ６０ 代 2 40 .0 ６０ 代 5 6.3

全 体 75 100 .0 全 体 5 100 .0 全 体 80 100 .0

女 　 　 性 男 　 　 性 合 　 　 計

 
＊保護者対象（以下保護者）： 
回答率 68.2%（対象者 223 名、回答者 152 名） 
＜ 回 答 者 内 訳 ＞

人 数 割 合 % 人 数 割 合 % 人 数 割 合 %

２ ０ 代 15 10 .4 ２ ０ 代 0 0 .0 ２ ０ 代 15 9 .9

３ ０ 代 102 70 .8 ３ ０ 代 6 75 .0 ３ ０ 代 108 71 .1

４ ０ 代 27 18 .8 ４ ０ 代 2 25 .0 ４ ０ 代 29 19 .1

５ ０ 代 0 0 .0 ５ ０ 代 0 0 .0 ５ ０ 代 0 0 .0

６ ０ 代 0 0 .0 ６ ０ 代 0 0 .0 ６ ０ 代 0 0 .0

全 体 144 100 .0 全 体 8 100 .0 全 体 152 100 .0

女 　 　 性 男 　 　 性 合 　 　 計

 
＊児童対象： 
回答率 70.0%（対象者 223 名、回答者 156 名） 
＜回答者内訳＞

人数 割合% 人数 割合% 人数 割合%

５歳 12 13.6 ５歳 12 17.6 ５歳 24 15.4

６歳 76 86.4 ６歳 56 82.4 ６歳 132 84.6

全体 88 100.0 全体 68 100.0 全体 156 100.0

女　の　子 男　の　子 合　　計

 
（市政モニター） 

職員は幼稚園・保育園であり、20 歳代の女性の回答が 4 割である。 
保護者は幼児を養育中であり、30 歳代の女性の回答が 7 割を占めている。 
市政モニターは 50、60 代が 5 割以上である。 
 
 
 

＜ 回 答 者 内 訳 ＞

人 数 割 合 % 人 数 割 合 % 人 数 割 合 %

２ ０ 代 8 4 .6 ２ ０ 代 1 0 1 1 .9 ２ ０ 代 1 8 7 .0

３ ０ 代 3 8 2 1 .8 ３ ０ 代 7 8 .3 ３ ０ 代 4 5 1 7 .4

４ ０ 代 3 8 2 1 .8 ４ ０ 代 7 8 .3 ４ ０ 代 4 5 1 7 .4

５ ０ 代 4 1 2 3 .6 ５ ０ 代 1 5 1 7 .9 ５ ０ 代 5 6 2 1 .7

６ ０ 代 4 9 2 8 .2 ６ ０ 代 4 5 5 3 .6 ６ ０ 代 9 4 3 6 .4

全 体 1 7 4 1 0 0 .0 全 体 8 4 1 0 0 .0 全 体 2 5 8 1 0 0 .0

女 　 　 性 男 　 　 性 合 　 　 計
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問 1 あなたは北広島市で「子どもの権利条例を作ろうとしていることを知っていますか。 
知らない：職員 53.8% 保護者 76.3% 

考察：子どもに関わっている職員の半数に条例策定が周知されていない。 

養育中の保護者への周知の低さが伺える。 

市政モニターでも、知らないが 74.8%であり、市民への浸透方法（広報など）が課題である。 

 

職員集計                 保護者集計 

 

 

 

 

 

 

市政モニター 

 

 

 

 

 

問 2 子どもの生命が守られ安心して暮らしていると思いますか。 

思わない：職員 16.3% 保護者 21.7% 
考察：対象が幼児であり、保護者や職員の目の届く行動範囲であることや関わり方にあると考えられ

る。 

   市政モニターでは思わないが 50.4%であり、北広島が子どもにとって安心して暮らせる場所で

あるのか他部会のアンケートとの比較も必要。 

    

   職員主計                 保護者主計 

 

 

 

 

 

 

   市政モニター 

 

 

 

 

人数 人数 割合%

①知っている 36 23.7

②知らない 116 76.3

未記入 0 0.0

全体 152 100.0

人数 人数 割合%

①思う 50 62.5

②思わない 13 16.3

③わからない 13 16.3

未記入 4 5.0

全体 80 100.0

人数 人数 割合%

①思う 90 59.2

②思わない 33 21.7

③わからない 28 18.4

未記入 1 0.7

全体 152 100.0

人数 人数 割合%

①思う 70 27.1

②思わない 130 50.4

③わからない 57 22.1

未記入 1 0.4

全体 258 100.0

人数 人数 割合%

①知っている 63 24.4

②知らない 193 74.8

未記入 2 0.8

全体 258 100.0

人数 人数 割合%

①知っている 34 42.5

②知らない 43 53.8

未記入 3 3.8

全体 80 100.0
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問 3 子どもが自分自身を好きだと思っていると思いますか。 

思っている：職員 67.5% 保護者 92.1% 
考察：職員より保護者が高比率で、子どもの自己肯定感が高いと考えている。保護者と密接に過ごし

ている年齢のためか？（子どもとの比較が必要だった。） 

   市政モニターでは 54.7%であり、大人から見て自己肯定感が低い子どもが多いと考えることが

できる。年齢や周囲の人間との関わりや環境が左右していると考えられる。子どものアンケー

ト結果との比較が必要だが、子どもの自己肯定感を高められる環境を大人が用意する必要があ

る。 

 

   職員集計                 保護者集計 

 

 

 

 

 

 

   市政モニター 

 

 

 

 

 

 

 

問 4 子どもには将来の夢やなりたい職業があると思いますか。 

ある：職員 76.3%、保護者 86.2% 
児童用アンケート問 6 大きくなったら何になりたいですか。 

156 名中 152 名のなりたい回答がある。 
考察：問 3 と同様。幼児期の自己肯定感の高さを伺わせる。 

市政モニターは 58.9%で問 3と同様。幼児期で考えると大人が考えている程、夢がない子ども

はいないということになる。 

 
職員集計                 保護者集計 
 
 
 
 
 

人数 人数 割合%

①思っている 54 67.5

②思っていない 1 1.3

③わからない 22 27.5

未記入 3 3.8

全体 80 100.0

人数 人数 割合%

①思っている 140 92.1

②思っていない 0 0.0

③わからない 11 7.2

未記入 1 0.7

全体 152 100.0

人数 人数 割合%

①思っている 141 54.7

②思っていない 20 7.8

③わからない 93 36.0

未記入 4 1.6

全体 258 100.0

人数 人数 割合%

①ある 61 76.3

②ない 0 0.0

③わからない 15 18.8

未記入 4 5.0

全体 80 100.0

人数 人数 割合%

①ある 131 86.2

②ない 3 2.0

③わからない 17 11.2

未記入 1 0.7

全体 152 100.0
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市政モニター 
 
 
 
 
 

 

問 5 子どもが何をしている時が楽しいと思いますか。＊自由記述（保護者用のみ） 

児童用アンケート問 2 何をしている時が楽しいですか。 

保護者：遊んでいる時 132（友達と 67 家族と 49）家族と過ごしている時 32 

子ども：遊んでいる時 137（友達と 34 家族と 9）家族と過ごしている時 6 

（児童用アンケート問 3に好きな遊びの記載あり。） 

考察：遊んでいる時が楽しいが、保護者は家族と遊んでいる時や、家族と過ごしている時の割合が高

くなっている。子どもは友達と遊んでいる割合が高く出ている。 

  

問 5（保護者用の問 6） 子どもの意見が大切にされていると思いますか。 

されていない：職員 17.5% 保護者 12.5% わからない：職員 25.0% 保護者 32.2% 

考察：職員、保護者とも半数がされていると回答しているが、わからないも 3割近い。 

   子どもと関わっている時間が長いことから、このような回答となったと考えられる。 

   市政モニターでは、されていない 36.0% わからない 35.3%であり、されていないが高率。 

 

   職員集計                 保護者集計 

 

 

 

 

 

 

 

   市政モニター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人数 人数 割合%

①ある 152 58.9

②ない 22 8.5

③わからない 77 29.8

未記入 7 2.7

全体 258 100.0

人数 人数 割合%

①されている 40 50.0

②されていない 14 17.5

③わからない 20 25.0

未記入 6 7.5

全体 80 100.0

人数 人数 割合%

①されている 78 51.3

②されていない 19 12.5

③わからない 49 32.2

未記入 6 3.9

全体 152 100.0

人数 人数 割合%

①されている 72 27.9

②されていない 93 36.0

③わからない 91 35.3

未記入 2 0.8

全体 258 100.0
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問 6 もっとこどもの意見を聞いたほうがいいと思うことはありますか。（職員用のみ） 

思う：職員 78.8% 

考察：子どもの意見が大切にされているが半数を占めていたが、更に聞いたほうがいいという回答と

取れる。職員が忙しいため、ひとりひとりにゆっくり接してあげたい気持ちとも考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 7 子どもにもっと休息やゆっくりする時間が必要だと思いますか。 

思う：職員 80.0% 保護者 88.2% 

考察：現代の子どもは忙しいというが、保護者も感じている。 

 

   職員集計                 保護者集計 

 

 

 

 

 

 

 

問 8 子どもにとって安心できる場所はどこだと思いますか。＊自由記述 

職員：家、家庭 62 保育園、幼稚園 14 家庭であって欲しい 6  

子が信頼している人の所 4 

保護者：家、家庭 143 保育園、幼稚園 9 安らげる人のいる所 4 祖父母宅 2 

児童用アンケート問 1 あなたの好きな人は誰ですか。両親 66.7% 友達 63.5% 兄弟 41.0% 

   祖父母 26.3% 

考察：家庭が多数を占める。保護者の中には共働きのため子どもを預かってくれている祖父母宅が挙

がっている。職員の中には家庭であって欲しいと家庭に不安を感じている人もいる。両親がい

る家庭の回答が 13 であり、 職員からみると信頼できる家庭、家族形成に不信がみられる。

それらのサポートとして保育園、幼稚園があげられる地域性としてあるのではないか。 

 

 

 

①ある, 63

未記入, 7

②ない, 10

人数 人数 割合%

①ある 63 78.8

②ない 10 12.5

未記入 7 8.8

全体 80 100.0

人数 人数 割合%

①思う 64 80.0

②思わない 5 6.3

③わからない 7 8.8

未記入 4 5.0

全体 80 100.0

人数 人数 割合%

①思う 134 88.2

②思わない 7 4.6

③わからない 8 5.3

未記入 3 2.0

全体 152 100.0
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人数 人数 割合%

①両親 104 66.7

②兄弟 64 41.0

③祖父母 41 26.3

④保育士・先生 9 5.8

⑤友達 99 63.5

⑥その他 19 12.2

全体 156  

 

 

 

問 9 子どもとの関係で特に大切だと思うことはなんですか。（職員は自由記述、保護者は選択性） 

職員：信頼関係 24 会話、コミュニケーション、スキンシップ 20 愛情 11 親子の絆 6  ひとり

の人間として尊重される 7 共感、気持ちを受け止める 7 

保護者：子どもの話をもっと聞く 86.2% 一緒に過ごす時間を作る 78.9%  

子どもを守る48.7% 子どもとの約束を守る37.5％ 友達・きょうだいと比較しない25.0％ 

その他 9.9％ ない 0％ 

考察：職員が関わる中で大切なことと、保護者（親子関係）では違いがある。 

   設問の違いはあるが、基本的な関わりとしては、信頼関係、スキンシップやコミュニケーショ

ンなど精神面を充実させることが大切と考えられている。 

 

   保護者集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥その他　記述内容

6

3

2

1

1

1

1

1

1

1

1

ひいじいちゃん、ひいばあちゃん

ひいばあちゃん

ペット

おじさん、おばさん

イエス様

おばさん、いとこ

サンタクロース

おじさん

おばさん

いとこ

愛犬

⑥その他　記述内容

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

善悪を教えること

尊敬される親でいつづけること

物の善悪を小さくても正しく教える

友達親子にならない

子どもと一緒に遊ぶ

子どもを一人の人間として気持ちを尊重すること

子どもを受け入れる

信頼関係

スキンシップ

愛情と信頼を子が感じられるように接すること

甘えさせてあげる

間違ったことをしたらしっかり叱ること

救いがあることをしっかり教える。

子どもが泣ける、自分らしく無理せずにいられる。

子どもとの会話

人数 割合%

131 86.2

57 37.5

120 78.9

38 25.0

74 48.7

15 9.9

0 0.0

152全体

④友達・きょうだいと比較しない

⑤子どもを守る

⑥その他

⑦ない

①子どもの話をもっと聞く

②子どもとの約束を守る

③一緒に過ごす時間を作る
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問 10 子どもにしてあげたいと思っていることはなんですか。＊自由記述（保護者用のみ） 

話を聞く 22 一緒に過ごす時間を増やす 20 一緒に遊ぶ 16 やりたいこと、して欲しいこと

を叶える 10 愛情をかける 7 楽しい経験を教える 6 

考察：問 9と同様にスキンシップやコミュニケーションなどの精神面や関わりを認識している。共働

きが増えたこともひとつの要因だが、子どもと一緒にいる時間や対話の時間が減っていると考

えられる。 

 

問 11 子どもが悩み事を相談したり、話を聞いてもらう人がいると思いますか。（職員用の問 10） 

いる：職員 83.8%、保護者 93.4% 

 

   職員集計                 保護者集計 

 

 

 

 

 

 

 

問 11―1 いると答えた方にお聞きします。誰に相談しますか。（複数回答） 

職員：家族・親戚 89.6%、子どもの先生 40.3%、知人・友人 16.4% 

保護者：家族・親戚 77.0%、知人・友人 52.0%、子どもの先生 12.5% 

児童用アンケート問 5 誰に相談するか。両親 55.1%（親戚も合わせると 64.1%） 

 保育士・先生 16.7% 友達 7.1% 言わない 1 

児童用アンケート問 4 毎日の生活の中で、悩み事はありますか。ある：15.4% 

考察：子どもの回答から幼年期であり大人に依存する部分が大きく友達よりも両親、先生など大人に

相談していると考えられる。保護者は子どもの相談相手として職員を低くとらえている。職員

が忙しいとの印象があるのか、保護者と職員の関係作りへの努力も必要。 

   子どもの多数が保護者を相談相手としてあげているが、保護者のサポートも必要ではないか。

言わないとした子どももいる。 

 

   職員集計                 保護者集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

人数 人数 割合%

①いる 67 83.8

②いない 5 6.3

未記入 8 10.0

全体 80 100.0

人数 人数 割合%

①いる 142 93.4

②いない 6 3.9

未記入 4 2.6

全体 152 100.0

人数 人数 割合%

①家族・親戚 60 89.6

②知人・友人 11 16.4

③子どもの先生 27 40.3

④その他 3 4.5

全体 67

人数 人数 割合%

①家族・親戚 117 77.0

②知人・友人 79 52.0

③子どもの先生 19 12.5

④その他 3 2.0

全体 152
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   児童集計（問い 5）            児童集計（問い４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 子どもに関する悩みを相談できるところを知っていますか。（保護者のみ） 

保護者：知らない 20.4% 

 

 

 

 

 

 

 

問 12―1 知っている相談場所 

保護者：家庭児童相談室・母子自立支援員 54.2%、地域子育て支援センター（保育園で実施）54.2%、

エンゼルキッズこども家庭支援センター48.3% 

考察：子どもに関する悩みは必ずあるものと考え、

対応が必要。例えば、相談窓口のＰＲや工夫が必

要。 

市政モニターでは、知らない 41.1%である。場所は

地区の民生委員・児童委員 32.6% 家庭児童相談

室・母子自立支援員 31.8% 子育てが終わった世代

もあり、関心が薄いのではないかと考えられる。 

 

市政モニター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人 数 人 数 割 合 %

① 両 親 8 6 5 5 . 1

② 兄 弟 1 0 6 . 4

③ 祖 父 母 4 2 . 6

④ 保 育 士 ・ 先 生 2 6 1 6 . 7

⑤ 友 達 1 1 7 . 1

⑥ そ の 他 2 1 . 3

全 体 1 5 6

人数 人数 割合%

①ある 24 15.4

②ない 120 76.9

未記入 12 7.7

全体 156 100.0

人数 人数 割合%

①いる 118 77.6

②いない 31 20.4

未記入 3 2.0

全体 152 100.0
①いる, 118

未記入, 3
②いない,

31

人数 割合%

64 54.2

45 38.1

57 48.3

12 10.2

64 54.2

40 33.9

39 33.1

8 6.8

48 40.7

3 2.5

118全体

⑨子ども電話相談ユーアンドアイ

⑩その他

⑤地域子育て支援センター（保育園で実施）

⑥こども発達支援センター

⑦地区の民生委員・児童委員（主任児童委員）

②こどもサポートセンター

③エンゼルキッズこども家庭支援センター

④教育相談員

⑧社会福祉協議会心配事相談所

①家庭児童相談室・母子自立支援員

人数 人数 割合%

①いる 151 58.5

②いない 106 41.1

未記入 1 0.4

全体 258 100.0

人数 割合%

82 31.8

73 28.3

33 12.8

42 16.3

48 18.6

30 11.6

84 32.6

28 10.9

76 29.5

10 3.9

258

①家庭児童相談室・母子自立支援員

②こどもサポートセンター

③エンゼルキッズこども家庭支援センター

④教育相談員

⑧社会福祉協議会心配事相談所

⑨子ども電話相談ユーアンドアイ

⑩その他

⑤地域子育て支援センター（保育園で実施）

⑥こども発達支援センター

⑦地区の民生委員・児童委員（主任児童委員）

全体

⑥その他　記述内容

1

1

偉い人

言わない
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問 13 実際相談したことはありますか。（保護者用のみ） 

保護者：ある 11.2% 

 

 

 

 

 

 

問 13―1 どこに相談しましたか。 

保護者：こども発達支援センター70.6%、地域子育て支援センター（保育園で実施）23.5%、家庭児童

相談室・母子自立支援員 11.8% 

考察：幼児期であり、こども発達支援センターが高率であるが、発達遅延など障がいの相談が多いと

考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 あなたが、子どものことで悩んだ時はどうしていますか。（職員のみ） 

職員：同僚に相談 68.8% 上司に相談 58.8%  

考察：職場で子どものことを相談できる環境ができていると考えられる。誰にも相談しないが 3.8%

ある。 

 

 

 

 

人数 人数 割合%

①ある 17 11.2

②ない 128 84.2

未記入 7 4.6

全体 152 100.0

人数 割合%

2 11.8

0 0.0

0 0.0

0 0.0

4 23.5

12 70.6

0 0.0

0 0.0

1 5.9

1 5.9

17

⑩その他

全体

①家庭児童相談室・母子自立支援員

②こどもサポートセンター

③エンゼルキッズこども家庭支援センター

⑧社会福祉協議会心配事相談所

⑨子ども電話相談ユーアンドアイ

④教育相談員

⑤地域子育て支援センター（保育園で実施）

⑥こども発達支援センター

⑦地区の民生委員・児童委員（主任児童委員）

人数 人数 割合%

①上司に相談 47 58.8

②同僚に相談 55 68.8

③誰にも相談しない 3 3.8

④その他 17 21.3

全体 122

②同僚に相

談, 55

③誰にも相

談しない, 3

④その他,

17

①上司に相

談, 47
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問 14 安心して子育てができるためにはどのような支援が必要ですか。＊自由記述（職員用の問 12） 

職員：相談場所 12 環境整備 7 気分転換や避難場所 5 

保護者：経済的な安定、支援 21 親へのサポート 18 安全な環境 18 地域の交流 12 

考察：職員からは保護者への精神的支援や支援する場が多数あげられていた。保護者からは経済的な

支援、子どもの施設の充実や 24 時間体制の医療など目に見えるハード面での支援が望まれて

いる。現実問題として働く保護者も多く、子どもを養育するためには経済面と安全面の支援が

必要である。 

 

問 15 現在、子育ての不安・負担などお持ちでしたらお書き下さい。＊自由記述（保護者のみ） 

保護者：経済面 16 安全面 5 相談場所が欲しい 4 教育面が不安 4 

    子どもの発達が不安 4 いじめ 4 

考察：問 14 と同じ内容。小学校入学前の保護者であり、いじめなど教育面での不安があげられてい

る。 

 

問 16 子どもに嫌な思いやつらい思いをするようなことを言ったり行ったことがありますか。 

（職員用の問 13）問 16-1 それはどんなことですか。 

ある：職員 35.0%、保護者 56.6 

考察：職員では急がせる感情的な言葉などがある。保護者は否定的な言葉、怒鳴る、他者との比較、

体罰、夫婦喧嘩など 

 

   職員集計                保護者集計 

 

 

 

 

 

 

問 16-2 そのことは児童虐待だと思いますか。（保護者のみ） 

保護者：思う 14.0%、思わない 58.1%、わからない 27.9% 

考察：内容によるが、児童虐待の認識は薄い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人数 人数 割合%

①ある 28 35.0

②ない 39 48.8

未記入 13 16.3

全体 80 100.0

人数 人数 割合%

①ある 86 56.6

②ない 47 30.9

未記入 19 12.5

全体 152 100.0

人数 人数 割合%

①思う 12 14.0

②思わない 50 58.1

③わからない 24 27.9

未記入 0 0.0

全体 86 100.0



- 11 - 

問 17 子どもがいじめや差別を受けているのを見たり聞いたりしたことがありますか。（職員の問 14） 

ある：職員 31.3%、保護者 15.8% 

 

   職員集計                保護者集計 

 

 

 

 

 

 

問 17-1 それを見た時どう行動しましたか。 

職員：その他（別紙）68.0%、相談窓口 24.0% 

保護者は、何もしなかった 45.8%、その他（別紙）41.7%、相談窓口 16.7% 
考察：職員の対応で何もしなかったがゼロなのに対して、保護者は半数近い。職員は複数の子どもに

関わっていること、対応しやすい立場にある。保護者は、自分の子ども周囲しかみていない。

また、対応として関わりにくいことが考えられる。大人と子どもの背景にあるものやいじめ、

差別をキャッチした時の大人の感性が今、つきつけられていると考えられる。 

 

   職員集計                保護者集計 

 

 

 

 

 

 

 

問 15 子どもが虐待を受けていると感じたことがありますか。（職員用のみ） 

ある：職員 33.8% 

問 15-1 それを見た時どう行動しましたか。 

職員：相談窓口 55.6%、その他（別紙）33.3%、通報 29.6% 

考察：職員には虐待の認識があり、相談窓口以外にもなんらか

の対策を取っている。その結果どうなったのかはアンケートか

らはわからないが、2006 年度、相談窓口には３４件の相談が

あった。 

 

 

 

 

 

人数 人数 割合%

①ある 25 31.3

②ない 51 63.8

未記入 4 5.0

全体 80 100.0

人数 人数 割合%

①ある 24 15.8

②ない 108 71.1

未記入 20 13.2

全体 152 100.0

人数 人数 割合%

①相談窓口 6 24.0

②通報 2 8.0

③何もしなかった 0 0.0

④その他 17 68.0

全体 25

人数 人数 割合%

①相談窓口 4 16.7

②通報 1 4.2

③何もしなかった 11 45.8

④その他 10 41.7

全体 24

人数 人数 割合%

①ある 27 33.8

②ない 48 60.0

未記入 5 6.3

全体 80 100.0

人数 人数 割合%

①相談窓口 15 55.6

②通報 8 29.6

③何もしなかった 0 0.0

④その他 9 33.3

全体 27
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問 18 子どもの権利の中で特に大切だと思うこと（職員用の問 16） 
職員：暴力や言葉で傷つけられないこと 66.3% 障害のある子どもが差別されないこと 50.0% 家族

が仲良くし、一緒に過ごす時間を持つこと 48.8% 

保護者：暴力や言葉で傷つけられないこと 67.1% 家族が仲良くし、一緒に過ごす時間を持つこと

47.4% 人と違う自分らしさが認められること 29.6% 

考察：職員では 2番目に障害のある子どもが差別されないことが挙がっており、市政モニターも同様

である。保護者では６番目であった。 

 

   職員集計                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    保護者集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市政モニター 

 

 

 

 

 

 

 

人数 割合%

22 14.5

37 24.3

7 4.6

102 67.1

72 47.4

39 25.7

45 29.6

9 5.9

29 19.1

38 25.0

6 3.9

21 13.8

152

⑪子どもからの自由な呼びかけでグループを作り集まれること

⑫必要な情報を知ることができ、参加する手助けを受けることができること

全体

⑦人と違う自分らしさが認められること

⑧自分の秘密が守られること

⑨自分のことは自分で決められること

⑩疲れた心や体を休ませる時間・自分の自由になる時間をもつこと

③子どもが知りたいことと思うことがかくされないこと

④暴力や言葉で傷つけられないこと

⑤家族がなかよくし、一緒に過ごす時間をもつこと

⑥自分の考えをいつでも自由に言えること

①人種や言葉、宗教などの違いで差別されないこと

②障がいのある子どもが差別されないこと

人数 割合%

14 17.5

40 50.0

4 5.0

53 66.3

39 48.8

9 11.3

29 36.3

4 5.0

22 27.5

23 28.8

4 5.0

9 11.3

80

⑦人と違う自分らしさが認められること

①人種や言葉、宗教などの違いで差別されないこと

②障がいのある子どもが差別されないこと

③子どもが知りたいことと思うことがかくされないこと

⑫必要な情報を知ることができ、参加する手助けを受けることができること

全体

⑧自分の秘密が守られること

⑨自分のことは自分で決められること

⑩疲れた心や体を休ませる時間・自分の自由になる時間をもつこと

⑪子どもからの自由な呼びかけでグループを作り集まれること

④暴力や言葉で傷つけられないこと

⑤家族がなかよくし、一緒に過ごす時間をもつこと

⑥自分の考えをいつでも自由に言えること

人数 割合%

70 27.1

126 48.8

14 5.4

166 64.3

111 43.0

53 20.5

86 33.3

21 8.1

53 20.5

86 33.3

8 3.1

47 18.2

258

①人種や言葉、宗教などの違いで差別されないこと

②障がいのある子どもが差別されないこと

③子どもが知りたいことと思うことがかくされないこと

④暴力や言葉で傷つけられないこと

⑤家族がなかよくし、一緒に過ごす時間をもつこと

⑥自分の考えをいつでも自由に言えること

⑦人と違う自分らしさが認められること

⑧自分の秘密が守られること

⑨自分のことは自分で決められること

⑩疲れた心や体を休ませる時間・自分の自由になる時間をもつこと

⑪子どもからの自由な呼びかけでグループを作り集まれること

⑫必要な情報を知ることができ、参加する手助けを受けることができること

全体
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問 17 「子どもの権利条例」について子どもに教えたことはありますか。（職員用のみ） 

ない：職員 83.8% 

考察：職員の周知度が 50％であり、今後の条例制定の周知活動が重要。 

 

 

 

 

 

 

 

問 18 オンブズパーソン制度について＊自由記述 

職員：必要 15 周知させて欲しい 6 知らない 5 

保護者：わからない 11 必要 10 切に機能するようにして欲しい 5 制度として知られていない 4 

考察：職員では子どもにとって必要との解答があるが、保護者ではよくわからない、知らないの回答

も多く、必要な制度だが、適切に機能するか疑問との意見もある。現存の行政機関の窓口をす

っきりとわかりやすくする、円滑に活用させる等、機能化させることも課題である。これは、

行政、保護者、教職員の課題でもある。 

 

問 19 子どもの権利についてどうおもいますか。＊自由記述（別紙） 

  多様な意見があったが、子どもの権利条例に肯定的な意見が多く、期待が大きい。今後、条例制

定までに市民へ内容の周知を図るため、努力する必要がある。 

 

児童用アンケート問７ 小学校に行くのは楽しみですか。 

  ほとんどの子どもが楽しみにしていると回答。 

人数 人数 割合%

①ある 6 7.5

②ない 67 83.8

未記入 7 8.8

全体 80 100.0


